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WB 1:500-1:2000,IHC 1:200-1:1000

Calculated MW:38 kDa; Observed MW:50 kDa
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	この遺伝子は、免疫グロブリンタンパク質スーパーファミリーのIgLONサブファミリーのメンバーをコードしています。コードされているプレタンパク質は、タンパク質分解によって成熟タンパク質を生成します。このタンパク質は細胞膜に局在し、オピオイド受容体機能において補助的な役割を果たす可能性があります。この遺伝子はラットとウシに相同遺伝子を持っています。ラット遺伝子によってコードされているオピオイド結合細胞接着分子は、酸性脂質存在下でオピオイドアルカロイドに結合し、μリガンドに対して選択性を示し、GPIアンカー型タンパク質として機能します。コードされているタンパク質は進化の過程で種間で高度に保存されているため、哺乳類のシステムにおいて基本的な役割を果たしている可能性があります。選択的スプライシングによって複数の転写産物バリアントが生じ、そのうち少なくとも1つはタンパク質分解によって処理されるアイソフォームをコードしています。[RefSeq提供、2016年1月]
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	OPCML ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用してマウス脳組織抽出物のウエスタンブロット分析を行いました。

